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里．緒言

硬き試験法、簡便性馨迅速性という工業的利点と昌式駿片

採取せ作成が容易でぁるという利点を併せ持ち、ぁら唾る

材料・材料特性・環境などに対L・てきわめて有効な材料特

性評価法の山一つとして工業界では広く利用されている。

奉鞄では前報重富蓋でに開発した連続測定式碇度試親機の改

良設計・製作を行い、より高連な試験を可能とした。また、

この鑑療磯を用いて洗顔片の材料特性値のMつであるヤン

グ率を、球押込み辞出理論式から求めた。

芝．連続鞠定式硬度試敵機の基本構造と改良点

2．1．基本贋造

本試験横臥　庄子部を試験片寸法に適した位置に移動き
せ、嵩荷重に対しても振動することなく保持する「クロス

ヘッド駆動部」、庄子部を任意の速度で連続的に上下運動

させる「圧子駆動部」電　荷豊と押込み塵一線荷塵を測定す

る「庄子荷重・変位測定部」、庄子衝突時をこも振動を起こ

さず、試験片を固着したまま水平方向に任意の速度で送る

「試験片保持・搬送部」から構成されている。本試験機の

iE面図を、Fig．1に示す。
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2．2．改良点

高速押込み試験時のカムとカムフォロアの追従性を考慮
し、深みぞ聖楕円カムを作成した。また、ロードセルの固

有振動が実験波形に鮮轡を与えることから、高い閲有坂劫

数を持つ荘子皿棒型日脚ドセ錐を製作し藍。崖革駆動部、

仕手荷重・変柏測定部を、Fig．2に示す。
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3．制御・計測方法
パー山ソナルコンピュータを試験機の制御装把とし、王／0

ボードを介して速度データをパルス発振器へ送り、スチッ

ピンゲ驚跡夕駆動蘭路妄二孟堕モ脚夕を回転きせ、カム鍔回

転、クロスヘッドの移動、這式騒け移動台の移動を行わせる。

また、測定された正子荷温、変位樋のデ…タはデジタルオ

シロスコープを介して、パーーソナルコンビュ山タに取り込

まれる。制御・計測システム図を、Fig．3にホす。
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5 . 3 . 連続測定式硬度試験機によるヤ ング率の 算出式

球押込み確論式を 銚 与Te 算出ずる顔料のヤ ング率墨歪き萎ま-

次式を芸よる 8
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6 . 結 言

u きよ哲高遠な締込み寛厳 へ の適摺を図るた 軌 深みぞ璽楕

卜
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j カ ム と圧 T
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.

験結果か ら1 前報より高連な実験がtll 能である こ とを

確認した.

宅3ききらをこ高連な押込轟窯簸を因るiJニ娃- カ ム影状 の i 繋変

更1 I
.
王子本体綾部 重量の軽量化 ,

ス プ リ ン グの 適正な バ

ネ定数の使 札 モ
ー タ ー

の 出力増大1 な どが必要で ある o
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